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図４ 試験後の溶融亜鉛めっき断面のSEM観察

図５ 試験後の溶融亜鉛めっき表面のSEM観察

ている．このことは，前図（図１）においてそ

れぞれのピークが独立して検出されたことから

も確認できる．

図４に，各腐食試験後の溶融亜鉛めっきの断

面観察結果を示す．腐食促進試験（複合サイク

ル試験，塩水噴霧試験）の試料表面には腐食生

成物層が認められた．さらに，この層からは数

％の塩素イオンが認められ，表面には塩素系の

腐食生成物が生成しているのではないかと考え

られる．大気暴露試験（工業暴露，海岸暴露）

の試料には，試料表面に明確な腐食生成物層は

認められなかった．このことは，暴露地が海岸

地域であっても，腐食生成物としての塩基性塩

化亜鉛は高い塩素イオン濃度でないと生成され

にくい10）ことによるものだと思われる．

図５に，各腐食試験後の溶融亜鉛めっきの表

面観察結果を示す．大気暴露試験では脱落痕の

ような空隙が認められた．このことは，密閉空

間で行う腐食促進試験と比較すると，大気暴露

試験では，塩化物イオンの影響よりも大気中に

存在するガス（CO2,SO2,NO２など）の影響が大

きいのではないかと考えられる．これらのガス

の中で，SO2およびNO2は，亜鉛上にZnSO4

･6H2OおよびZn(NO3)2･6H2Oの腐食生成物を

生成する．しかしながら，Zn(NO2)2･6H2Oは

不溶性塩であるのに対し，ZnSO4･6H2Oは可溶

性塩であるため降雨などによって流出する11）．

このことから，大気暴露試験ではSO2による腐

食生成物が主に生成され，その腐食生成物が間

欠的に流出したために，明確な腐食生成物が認

められず脱落痕のような空隙が認められたので

はないかと考えられる．さらに，大気暴露試験

の中でも，工業暴露は海岸暴露の試料よりも多

くの空隙が認められた．このことは，自動車等

の排気ガスの影響により大気中に存在するSO２

濃度が高い工業暴露の試料の方が，腐食生成物

の流出後，SO42-の侵入が早期おこり，素地の亜

鉛と直接反応し，さらに多くの亜鉛硫化物皮膜

を生成したのではないかと考えられる．

次に，複合サイクル試験後の表面には大きさ

の不均一な針状結晶が認められた．塩素系の腐

食生成物であるZnCl2･4Zn(OH)2は，大きさの

不均一な針状結晶であり灰色外観を呈する12）

ことおよびこの腐食生成物層より数％の塩素が

検出されていることから，複合サイクル試験後

の表面には塩素系の腐食生成物であるZnCl2･

4Zn(OH)2が主に生成されるのではないかと考

えられる．

一方，塩水噴霧試験後の表面には，NaClの結




